
  

  

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：ヘテロ構造を導入した構造用材料の 
開発および電子顕微鏡による微細構造解析 

 

氏氏名名：：      武武田田  光光博博／／TTAAKKEEDDAA  MMiittssuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  mm--ttaakkeeddaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本金金属属学学会会，，粉粉体体粉粉末末冶冶金金協協会会，，炭炭素素材材料料学学会会  

研研究究分分野野：：  材材料料工工学学  

キキーーワワーードド：：  粉粉末末冶冶金金，，構構造造材材料料，，複複合合材材料料開開発発，，メメカカニニカカルルミミリリンンググ，，ママググネネシシウウムム合合金金，，微微細細構構造造解解析析  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・合合金金粉粉末末，，複複合合粉粉末末のの開開発発及及びび解解析析  

・・構構造造材材料料開開発発及及びび解解析析  

・・電電子子顕顕微微鏡鏡をを用用いいたた構構造造解解析析  

   
    
    
    ����  研研究究課課題題  

  ・・３３DD デディィククテティィオオ組組織織形形成成にによよるる高高強強度度とと高高耐耐摩摩擦擦特特性性をを併併せせももつつ FFee 基基摺摺動動部部材材のの開開発発  

  ・・LLPPSSOO 構構造造をを有有すするる MMgg--AAll--YY 系系 MMgg 合合金金のの開開発発  

  ・・電電子子顕顕微微鏡鏡をを用用いいたた次次世世代代エエネネルルギギーー材材料料のの構構造造解解析析  

      

  ����  研研究究シシーーズズ  
ボボーールルミミルル法法はは、、処処理理中中にに発発現現すするる固固相相反反応応をを利利用用すするるここととでで、、溶溶融融法法でではは合合成成がが困困難難なな合合金金相相やや非非平平衡衡相相をを低低ココ

スストトでで作作製製可可能能でですす。。ししかかししななががらら、、転転動動ボボーールルミミルルやや遊遊星星ボボーールルミミルルななどどのの従従来来ののボボーールルミミルル法法はは、、処処理理時時間間をを短短

縮縮すするるたためめにに高高エエネネルルギギーー処処理理をを行行ううとと、、試試料料粉粉末末へへのの異異物物混混入入（（ココンンタタミミネネーーシショョンン））がが問問題題ととななりりまますす。。一一方方、、

ココンンタタミミネネーーシショョンンをを抑抑制制ししよよううととすすれればば処処理理時時間間がが長長くくななるるここととがが課課題題ででししたた。。ここのの問問題題をを解解決決すするるたためめ、、当当研研究究

室室でではは、、丹丹野野らら[[11]]にによよっってて開開発発さされれたたココンンババーージジミミルルをを採採用用ししてていいまますす。。ココンンババーージジミミルルをを用用いいるるここととにによよりり、、従従

来来ののボボーールルミミルル法法よよりりもも短短時時間間でで、、ココンンタタミミネネーーシショョンンのの少少なないい各各種種機機能能性性材材料料をを開開発発すするる試試みみをを進進めめてていいまますす。。  

ささららにに、、ココンンババーージジミミルルはは粉粉末末のの微微細細化化ににもも優優れれたた特特性性をを有有ししてておおりり、、ここのの特特性性をを活活かかししたた摺摺動動材材料料ににおおけけるる課課題題

ににもも取取りり組組んんででいいまますす。。一一般般にに、、固固体体潤潤滑滑材材をを含含むむ摺摺動動材材料料ににおおいいてて固固体体潤潤滑滑材材のの含含有有量量をを増増ややすすとと摩摩耗耗特特性性はは向向上上

ししまますすがが、、力力学学的的特特性性がが低低下下すするるトトレレーードドオオフフ関関係係がが問問題題ととななっってていいまますす。。ここのの問問題題をを解解決決すするるたためめ、、ココンンババーージジミミ

ルルににてて微微細細なな金金属属微微粉粉末末をを固固体体潤潤滑滑材材にに分分散散ささせせたた複複合合粉粉末末をを作作製製しし、、ここのの粉粉末末用用いいてて 33 次次元元的的にに連連続続ししたた金金属属相相

をを有有すするる複複合合材材料料のの開開発発をを進進めめいいてていいまますす。。  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ククロロススセセククシショョンンポポリリッッシシャャ・・IIBB--0099001100CCPP（（日日本本電電子子））    

ククラライイオオイイオオンンススラライイササーー・・IIBB0099006600CCIISS（（日日本本電電子子））    

電電解解放放出出型型走走査査型型電電子子顕顕微微鏡鏡・・JJSSMM--77000011FF（（日日本本電電子子））    

卓卓上上顕顕微微鏡鏡・・TTMM44000000PPlluussⅡⅡ（（日日立立ハハイイテテクク））    

透透過過型型電電子子顕顕微微鏡鏡・・JJEEMM--22110000（（日日本本電電子子））    
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